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物性研究 4の5で名古屋大学特集を面白 (拝見 しましたO帝に伏見先生の意

気さかんな昔話 しを読ませていただきま したが､伏見先生の博覧強記にもかか

わ らず､私と同 じ(年のせいか､時折誤bがったえ ら元ます ｡ 私が一次元の

condensa･uion の話をして論文にな り (ProC..Pbys.戎あ+UIITSoc:Japan

まま,705,1034(1940)〕高禄さんが一次元でCOndensaもkriを起すのほお

か しいとしっった由は誤Dで､ 私が一次元で状態和の面倒 くさレ1計算をして状態

方程式を作D､conderl_Sation 'ii起 らな,vlことを示 しましたら､高橋さんは
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(但 しVは一次元の体積､すなわち長さ)を求めれば面倒な計算はいらないと

示されただけです･D高橋さ/Yの論文も印刷されています｡ついでですが ､ この

私の論文は割に読まれ､その頃京城で 4捨 5人の誤差論をやっておられた宇野
利雄さんからお手親を頂いたb (というのは､その誤差分布の関数を､知 らず

にその中で導出してV､たものですから〕Prigc)giヱ1_eに 12年後に会ったとき

ょ(覚えていて (れた りしま-したO

伏見さんは卒業後､東大物理の助手を 1年間つとめられ ､ 私は東大工学部数

学力学研究室の助手を3年間つとめたのですが､その頃､一同研究室には山内さ

ん､犬井さん､私の3人が常住で､小谷先生はよ.く見えましたが既に理学部助

教授になっておられま した (私 ら3年生のときに移 られました) ｡ この辺の伏

見さんの御記憶もあいまいで､=学部に出向いては ､ レ､ぢめられた｣とい うこ

とですが､実際には私と一緒にPauliの Reユa揖vitatS.thebrieを読んだ

とき以外､あまb来 られませんでしたO阪大に移 られてか ら後は､上京の慶に

寄 ら_九､山内さんとやb､合っておられましたO たぶんその印象が助手時代に

Superposeされているのでしょう｡ 3年前の "自然 一一に今回の談話の-部が

書かれてVlますが ､ その頃 ､ つまb伏見さんの助手時代に､~私が東京高等学校
E】
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の先生 とい うことになっていますもつまらないことですがQ,

ついでに､志水さんの話の中で､ Crのネール点で転移が firStkind だ

と非常に困るとのことですが､どうして困るか知 bたいとJ酎 ムましたO昨年の

NottinghamConferenceで私はfirsもkindの可能性があることを述べ

印刷JSれてhるのですが ｡
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三井惟靖氏 (北大)

福島正久氏 '(北大)

秋山盛雄氏 (北大)

哲ヰ基之氏 (京大)

川崎辰夫氏 (京大基研)

金 蔵 州民 (東大)I

プ レプ リン ト

( 1965,9月)

8月31日アリゾナ大学 よb帰学

7月 1日付で名大物理教室へ転出

9月よbiヒ大物理結晶物性研究垂助手として赴任

10月 1日付で岡山大助教授として赴任

京大物理教室助手となる｡

M工Tの Na七ionalLab.-ゆかれた.

oIriもeractionl'ofPhononswithParamagne七icCentersa三1dthe

モhon甲子壬血ser笹∴B･Tucker_∴)

｡_phgri廟 _inMeも左主S(W.JIA.ぬrrison)

曹 弓血grleも主dPropertiespfNearlvFree凱ecもrbnsIldeHaas-varl
T,=u'p

AiphenOscillationforaSimpleModel即 .LawrenceGTlasser)

｡TheCba画 n†EnskogSoユut･ior10f旭eGeneralizedBolもzmarln

iPJqt這寺土'on(LeopoldoS.Garcia一〇olin,払 S.GreenandF.Chaos)

･3Th6-~spinLOrbiも Inもe羊aCもioninMeもais,andSeFlliconducもors･

(A..0.A.Aniaaiu)

やNc)もeontheTransportCo"efficienも8 0faLri'oderaもelyDenseGas
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